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研究成果の概要（和文）：　松本市の特定健診（8,312例）および後期高齢者検診（16,240例）の歯科的問診項
目（食事時の口腔・嚥下機能の自覚症状）に対する回答を解析した結果、「やや気になることがある」および
「問題があり食べにくい」に該当する例の割合は、30―39歳で7.4%、40―74歳で10.4%、75歳以上では15.3%であ
った。当該例の歯科受診状況は、調査時点で通院（治療）中が51.4%と高値だった。
　歯周病と全身疾患との関連とその診療経過の前向き研究は、コロナ禍により遂行困難となった。そこで計画を
中途で修正し、長野県の国民健康保険データベース（KDB）に基づいた大規模データの解析を進めることとし
た。

研究成果の概要（英文）：This study was aimed to examine relationships between periodontitis and 
systemic diseases in a cohort of 24,552 participants of health screening in Matsumoto city. Answers 
for a questionnaire “Do you have any problems in your teeth, gums, teeth engagements during 
mastication and/or any difficulties in swallowing?” were analyzed. Percentages of subjects who had 
any problems and/or difficulties were 7.4% of those aged 30-39 years, 10.4% of those aged 40-74 
years, and 15.3% of those aged 75 years and older. Among those, a high percentage (51.4%) of 
subjects had been undergoing dental treatment, suggesting high oral health literacy of these 
subjects. Further prospective research to explore benefits of dental and medical collaborations was 
critically disturbed by the COVID-19 pandemic, thus we decided to revise our plan and proceed with 
the analysis of large-scale data based on the National Health Insurance Database (KDB) of Nagano 
Prefecture. 

研究分野：循環器内科学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
歯周病と全身疾患の関連に基づいて、医科歯科の診療連携が構築されると関連する病態が相互に改善できる可能
性がある。コロナ禍のため研究計画を発展的に変更し、長野県の国民健康保険データベース（KDB）に基づいた
大規模データの解析準備を進めており、地域保健の大規模データに基づいて健康課題が抽出されると、地域課題
の解決に最適な保健医療政策を提言できる可能性に本研究成果の学術的意義がある。地域医師会による医科歯科
の診療連携により、ウィズコロナ時代の新たな健康啓発を推進できる可能性に本研究成果の社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

 

１．研究開始当初の背景 

＜歯周病と全身疾患の関連＞ 

 歯周病が全身疾患の病態と関連する機序として、歯周病の起炎菌が血液中に循環して遠隔組織を直

接傷害する機序と、炎症性サイトカイン等の炎症関連物質が遠隔組織を傷害する２つの機序が示唆さ

れている。歯周病との関連が報告されている全身疾患は、糖尿病、妊娠合併症（低出生体重や妊娠糖

尿病）、メタボリック・シンドローム、脳心血管病（Cerebral Cardiovascular Disease: 以下CVD）、

骨粗鬆症など多岐に渡る。このうち糖尿病と歯周病の病態は相互に負の影響があると報告されている

が、その他の疾患と歯周病との因果関係は明確ではない。また、歯周病の難治例において、炎症の慢

性化と関連する要因や予測因子、全身疾患に影響する危険因子等に関する研究は十分ではない。 

＜歯周病治療による全身疾患の病態改善＞ 

 歯周病の慢性炎症は糖尿病患者の血糖コントロールの悪化要因となる一方、高血糖は歯周病を増悪

する可能性があるため、歯周病治療と糖尿病の病態に関する研究は広く実施されており、歯周病治療

は短期的に糖尿病指標を軽度改善することが明らかとされている。そのほかの全身疾患の発症や病態

との関連に関する縦断的な解析は十分ではなく、歯周病の治療が全身疾患の病態の改善に有益である

か未解明である。本研究では、医科歯科診療連携に基づく治療経過を前向きに追跡調査し、各種全身

疾患の診療指針に参考となる研究成果を目指す。全身疾患の発症予防や医療費の削減を目指すために

は、新たなリスク因子を包括した新規予防戦略が必要とされているが、歯周病の治療や慢性化予防に

ついて、包括的地域保健データに基づいた研究は実施されていない。また、包括的地域保健データの

構築と活用による、健康長寿の要因を多面的に解析する研究は近未来の保健医療政策の立案に重要な

根拠となるが、我が国における研究実績は乏しい。 

 

２．研究の目的 

 歯周病の発症と慢性化に関連する要因について包括的地域保健データを用いて解析する。歯周病の

治療により全身疾患の病態の改善が可能であるか、医科歯科診療連携により検証する。包括的地域保

健データの活用による先進的な予防医療の新たなアプローチを構築する。 

 

３．研究の方法 

 松本市で実施されている特定健診、後期高齢者検診の問診項目のうち、歯科的問診項目「食事をす

る時、歯、歯ぐき、かみ合わせ、飲み込みなど気になることがありますか。」の回答：１. 問題なく食

べられる、２. やや気になることがある、３. 問題があり食べにくい、の分布を解析した。続いて、

回答２と３の自覚症状のある例を対象として、歯科受診の状況を調査し、医科歯科診療連携を通じて

病態の頻度と治療状況を確認することとした。松本市歯科医師会、松本市医師会、松本歯科大学、信

州大学医学部の研究者らにより組織された「医科歯科連携による先進予防医療研究会・松本（D-CAMP

松本）」が研究を推進する中心的な組織となり、松本市歯科医師会事務局で診療情報を収集することと

した。 

 

４．研究成果 

 2019年度に松本市の特定健診を受診した者（30〜39歳148名、40〜74歳8、117名）および後期高

齢者検診を受診した者（75 歳以上 16、240 名）、合計 24、552 名の歯科的問診項目の回答割合を図１



に示す。回答２と３の自覚症状を有する者の割合は、30〜39 歳で 7.4%、40〜74 歳で 10.4%、75 歳以

上では15.3%であった。 

 

 

 

 続いて、回答２および３の対象者について、症状のある問題点について、歯科受診の必要性および

受診状況を調査し（図２）、受診を必要とする

場合には歯科受診を勧奨することとした。その

結果、受診の必要がない例が 8.6%、受診を希

望しなかった例が10.3%、すでにかかりつけ歯

科医で通院（治療）中が51.4%、未回答が29.7%

だった。問診の回答２および３の対象者合計

862名のうち、必要な方に歯科受診を勧める予

定としたが、図２のようにすでに通院中が50%

を超え、歯科受診の必要のない例と受診を希望

しない例を合計すると、検診をきっかけに新た

に歯科を受診する可能性がある例は全体の

30%未満であった。 

以上の調査に引き続いて、歯科と医科の診療内容を突合し、歯科口腔疾患と全身疾患に関する調査を

計画していたが、その後の新型コロナウイルスのパンデミックにより日常診療の現場に顕著な混乱が

生じ、診療経過の前向き調査研究の推進が著しく困難となった。そこで引き続く研究計画を発展的に

変更する方針とした。 

＜コロナ禍による計画変更と研究の展開＞ 

 大規模データに基づく歯周疾患と全身疾患の関連を探索するため、長野県健康福祉部医療政策課と

連携して国民健康保険データベース（KDB）の活用を目指し、2020 年度にデータベースを構築し、診

療内容や介護度の情報を含む保健医療の大規模研究に発展させる方針とした。 

 国民健康保険データベース（KDB）を活用するため、長野県と信州大学の包括連携協定および長野県

健康福祉部医療政策課との連携に基づいて、長野県のKDBに収載されている疾患コード（ICD10）、介

護度などに関する５年間の大規模データを集計する方針とした。経過中の全身疾患の発症や介護度の

上昇と関連する背景を網羅的に解析する研究を計画した。ICD-10のK05：歯肉炎及び歯周疾患のうち、

K05.0 急性歯肉炎、K05.1 慢性歯肉炎、K05.2 急性歯周炎、K05.3 慢性歯周炎、K05.4 歯周症、K05.5 

その他の歯周疾患、K05.6 歯周疾患・詳細不明、以上の区分を分析対象としている。ワークステーシ

ョンに最新のBusiness Intelligence (BI) ツールを導入して大規模データを解析する計画を立案し、



全身疾患の発症や介護度の上昇との関連を探索する研究の準備を開始した。 

 

【考察】長野県松本市の特定健診・後期高齢者健診の歯科的問診項目の回答結果を分析した結果、加

齢と共に口腔嚥下機能の異常を自覚する例が増加することが明らかとなった。そのうち歯科診療中の

例は半数を超えており、治療を必要としないか希望しない例を合わせると、健診結果から新たに歯科

受診に至る例は少数であった。健診受診者を対象としていたため、ヘルスリテラシーが高いか、健康

関連行動に対するアドヒアランスが高い集団だった可能性が考えられた。 

 本研究が計画していた歯周病と全身疾患の関連および予後調査は、治療対象の歯周病を有する例の

診療経過について解析を予定していたため、健診を契機とした対象者の登録は困難が想定された。さ

らに新型コロナウイルス感染症の拡大は、地方都市の医師会・歯科医師会に大きな影響を与え、診療

連携や研究対象者の登録等に大きな支障となった。かかりつけ歯科医での診療状況や歯周病の重症度、

医科との診療連携による前向き調査を予定したが、遂行困難となった。 

研究計画を変更し、KDB システムの大規模データの解析を準備し、疾患の発症や介護度の上昇と関

連のある健康課題を明らかとし、ウィズコロナ時代の健康寿命延伸を目指す取り組みに貢献する研究

に展開することとした。 

【結論】長野県松本市の特定健診・後期高齢者健診の歯科的問診項目の回答結果を分析した結果、加

齢と共に口腔嚥下機能の異常を自覚する例が増加し、後期高齢者では 15.3%に認めた。その 50%以上

が、かかりつけ歯科医院で診療中であったことから、調査対象者には高い健康関連行動があると示唆

された。 

【謝辞】本研究を推進した医科歯科連携による先進予防医療研究会・松本（D-CAMP松本）と、その中
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（編集）奥村 伸生、戸塚 実、本田 孝行、矢冨 裕、（分担）伊澤　淳他

 ２．出版社

 ３．書名

 ３．書名

循環器　（伊澤 淳 分担：第３章1ー５節）

 ２．出版社

メディカ出版

金原出版



８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


